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　11月3日、稲津町の小里城山城跡で行われてい

た発掘調査の現地説明会が開催され、約40人が参

加しました。�

　御殿場跡と呼ばれる平坦な場所約260㎡が調査

対象で、今年３月の試掘に続き、10月からの本格

的な発掘を行った結果、柱が立てられていたと考

えられる穴の跡や礎石等の遺構、また16～17世

紀のものとみられる天目茶碗や織部碗等1100点

の遺物が見つかりました。�

小里城の歴史にふれる�



２�平成14年11月15日�

　
10
月
31
日
か
ら
11
月
４
日
ま
で
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
49
回
瑞
浪

市
美
術
展
が
開
催
さ
れ
、
８
部
門
357
点

の
応
募
の
中
か
ら
、
入
選
以
上
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(
敬
称
略)�

特
選
賞
　
岡
本
　
喬
二
　
釜

戸

町

�

優
秀
賞
　
今
井
ま
つ
子
　
土

岐

町

�

　
　
　
　
中
島
　
雅
子
　
寺
河
戸
町�

奨
励
賞
　
馬
場
　
忠
子
　
明

賀

台

�

　
　
　
　
青
山
　
倖
代
　
寺
河
戸
町�

特
選
賞
　
西
尾
　
喜
博
　
小

田

町

�

優
秀
賞
　
伊
藤
　
洋
子
　
春
日
井
市�

　
　
　
　
西
尾
　
　
守
　
山

田

町

�

　
　
　
　
青
木
　
正
道
　
瀬

戸

市

�

奨
励
賞
　
伊
野
　
重
幸
　
土

岐

町

�

　
　
　
　
加
藤
　
賢
造
　
笠

原

町

�
　
　
　
　
足
立
　
　
操
　
釜

戸

町

�
　
　
　
　
小
久
保
英
夫
　
恵

那

市

�

　
　
　
　
足
立
タ
カ
子
　
恵

那

市

�

　
　
　
　
山
本
　
幹
雄
　
釜

戸

町

�

　
　
　
　
中
山
　
相
良
　
稲

津

町

�

　
　
　
　
小
林
　
一
三
　
釜

戸

町

�

　
　
　
　
和
田
　
光
章
　
稲

津

町

�

特
選
賞
　
後
藤
喜
代
子
　
山

田

町
�

優
秀
賞
　
露
木
　
芳
宣
　
恵

那

市
�

　
　
　
　
橋
本
　
弘
江
　
土

岐

町

�

　
　
　
　
原
田
さ
つ
き
　
土

岐

市

�

奨
励
賞
　
奥
村
早
智
子
　
日

吉

町

�

　
　
　
　
安
川
美
代
子
　
土

岐

市

�

　
　
　
　
工
藤
い
つ
子
　
東

京

都

�

　
　
　
　
小
倉
み
ゆ
き
　
日

吉

町

�

　
　
　
　
野
久
　
光
幸
　
須
野
志
町�

　
　
　
　
伊
藤
　
　
聡
　
土

岐

町

�

　
　
　
　
林
　
　
裕
子
　
南
知
多
町�

　
　
　
　
　
西
尾
美
佐
喜
　
山

田

町

�

　
　
　
　
　
水
野
　
　
実
　
笠

原

町

�

　
　
　
　
　
中
嶋
き
よ
子
　
土

岐

市

�

　
　
　
　
　
伊
藤
　
和
代
　
稲

津

町

�

　
　
　
　
　
安
藤
　
一
三
　
山

田

町

�

　
　
　
　
　
片
田
　
綾
子
　
春
日
井
市�

　
　
　
　
　
岩
月
　
　
譲
　
名
古
屋
市�

　
　
　
　
　
青
木
　
勝
子
　
瀬

戸

市

�

　
　
　
　
　
加
納
　
裕
子
　
土

岐

町

�

　
　
　
　
　
橋
本
　
充
弘
　
土

岐

町

�

　
　
　
　
　
畑
中
よ
し
子
　
春
日
井
市�

　
特
選
賞
　
加
藤
　
元
康
　
岩
村
高
校�

　
優
秀
賞
　
本
荘
　
節
子
　
土

岐

町

�

　
　
　
　
　
林
　
　
隆
一
　
岩
村
高
校�

　
奨
励
賞
　
加
藤
　
美
岬
　
土

岐

市

�

　
　
　
　
　
早
川
　
　
透
　
岩
村
高
校�

　
　
　
　
　
中
根
　
公
司
　
岩
村
高
校�

市
展
賞�

　
『
鶏
』
吉
田
　
恵
子
　
寺
河
戸
町�

市
展
賞�

　
『
そ
れ
ぞ
れ
の
懺
悔
』�

　
田
中
　
和
子
　
各
務
原
市�

市
展
賞�

　
『
ス
タ
ー
登
場
』
　�

　
長
谷
川
裕
介
　
明
賀
台�

市
展
賞�

　『
深
　
層〈
白
〉』
　
　�

　
安
藤
　
宏
実
　
土
岐
市�

瑞
浪
市
美
術
展

瑞
浪
市
美
術
展�

瑞
浪
市
美
術
展

瑞
浪
市
美
術
展�

瑞
浪
市
美
術
展

瑞
浪
市
美
術
展�

瑞
浪
市
美
術
展�

日
　
本
　
画�

洋
　
　
画�

写
　
　
真�

デ
ザ
イ
ン�

第
49
回�
第
49
回�
第
49
回�
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特
選
賞
　
岡
市
真
左
子
　
可

児

市
�

優
秀
賞
　
松
原
美
代
子
　
中
津
川
市�

　
　
　
　
加
藤
日
出
子
　
土

岐

町

�

　
　
　
　
加
藤
美
ゆ
き
　
明

世

町

�

奨
励
賞
　
棚
橋
　
光
郎
　
土

岐

町

�

　
　
　
　
伊
藤
　
昭
代
　
小

田

町

�

　
　
　
　
松
浦
　
勝
男
　
土

岐

市

�

　
　
　
　
伊
藤
　
喜
康
　
陶
　
　
町�

　
　
　
　
澤
田
　
智
子
　
土

岐

市

�

市
展
賞�

　
『
五
言
律
詩
二
首
』 �

　
加
藤
　
房
子
　
土
岐
市�

�

特
選
賞
　
水
野
　
房
子
　
稲

津

町

�

優
秀
賞
　
長
谷
川
智
子
　
上

野

町

�

　
　
　
　
堀
内
三
千
代
　
須
野
志
町�

　
　
　
　
西
尾
　
政
子
　
陶
　
　
町�

奨
励
賞
　
松
井
ひ
と
み
　
明

賀

台

�

　
　
　
　
林
　
　
君
江
　
中
津
川
市�

　
　
　
　
可
児
　
孝
三
　
土

岐

市

�

　
　
　
　
吉
村
　
幸
代
　
明

賀

台

�

　
　
　
　
長
崎
　
玉
子
　
明

賀

台

�

特
選
賞
　
加
藤
　
　
隆
　
土

岐

市

�

　
　
　
　
江
口
　
孝
次
　
多
治
見
市�

優
秀
賞
　
日
比
野
多
江
子
　
高

月

町

�

　
　
　
　
加
納
　
洋
子
　
寺
河
戸
町�

　
　
　
　
有
賀
　
麗
子
　
小

田

町

�

奨
励
賞
　
鵜
飼
　
秀
吉
　
土

岐

市

�

　
　
　
　
細
川
　
令
子
　
土

岐

市

�

　
　
　
　
山
崎
　
昭
子
　
陶
　
　
町�

　
　
　
　
有
我
　
暁
子
　
釜

戸

町

�

　
　
　
　
宮
下
　
櫻
子
　
稲

津

町

�

　
11
月
２
日
、
瑞
浪
市
窯
業
技
術
研
究

所
で
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
（
応
募
数
２
１
２
７
点
　
敬
称
略
）�

瑞
浪
市
長
賞�

　
松
原
　
早
希
（
稲
津
小
４
年
）�

理
事
長
賞�

　
今
枝
　
磨
耶
（
明
世
小
１
年
）�

�

　
小
倉
　
千
穂
（
土
岐
小
２
年
）�

�

　
井
箟
　
郁
美
（
稲
津
小
３
年
）�

�

　
梅
村
真
亜
弥
（
陶
小
５
年
）�

�

　
奥
村
　
吉
登
（
日
吉
小
６
年
）�

�

　
藤
川
ジ
セ
ラ
（
瑞
浪
中
３
年
）�

●
入
賞
作
品
（
31
点
）
の
展
示�

　
期
間
　
11
月
18
日（
月
）〜
29
日（
金
）�

　
場
所
　
瑞
浪
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

市
展
賞�

　
『
七
福
神
』
塚
　
一
美
　
土
岐
町�

市
展
賞�

　
『
祖
父
』
天
野
　
　
鮎
　
大
湫
町�

工
　
　
芸�

陶
　
　
芸�

彫
　
　
塑�

書�

第
７
回

第
７
回
　�

瑞
浪
市
児
童

瑞
浪
市
児
童
・
生
徒
食
器
デ
ザ
イ
ン
展

生
徒
食
器
デ
ザ
イ
ン
展�

第
７
回

第
７
回
　�

瑞
浪
市
児
童

瑞
浪
市
児
童
・
生
徒
食
器
デ
ザ
イ
ン
展

生
徒
食
器
デ
ザ
イ
ン
展�

第
７
回

第
７
回
　�

瑞
浪
市
児
童

瑞
浪
市
児
童
・
生
徒
食
器
デ
ザ
イ
ン
展

生
徒
食
器
デ
ザ
イ
ン
展�

第
７
回
　�

瑞
浪
市
児
童
・
生
徒
食
器
デ
ザ
イ
ン
展�

奨
励
賞
　
渡
辺
　
政
百
　
日

吉

町

�

市長賞、理事長賞を受賞した皆さん�
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法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ

た
12
月
10
日
の
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と

す
る
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
、

人
権
擁
護
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
諸

行
事
を
実
施
し
、
人
権
意
識
の
普
及
高

揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。�

　
瑞
浪
市
に
お
い
て
は
、
人
権
書
道
展

・
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
、
幼
稚
園

・
保
育
園
児
を
対
象
に
し
た
紙
芝
居
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。�

○
育
て
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識�

　
―
身
近
な
こ
と
か
ら�

　
　
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
―�

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う�

○
高
齢
化
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意

　
識
を
育
て
よ
う�

○
あ
ら
ゆ
る
差
別
意
識
を
解
消
し
よ
う�

�

　
人
権
相
談
は
、
い
じ
め
・
体
罰
・
差

別
問
題
を
は
じ
め
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ

ル
等
様
々
な
問
題
に
応
じ
て
い
ま
す
。�

　
法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
特
設
相
談
所
（
法
律
相
談
も
併
設
）

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。�

　
12
月
５
日(

木)

10
時
〜
15
時�

　
ハ
ー
ト
ピ
ア(

市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー)�

◆
人
権
擁
護
委
員�

　(

西
尾
善
英
・
遠
藤
圭
子
・
岩
島
康
文
・

　
逸
見
恭
子
・
中
島
惠
子
・
馬
場
正
晃
）�

◆
法
律
相
談
員
　
仙
石
義
一�

◎
問
合
せ
　
市
民
課
　
☎
内
線
１
０
５�

　
岐
阜
地
方
法
務
局
多
治
見
支
局
　�

　
　
　
　
　
☎
22
ー
１
０
０
２�

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
に
基
づ
い
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
る
も
の
で
、
基
本
的
人
権
が
守
ら
れ

て
い
る
か
の
監
視
と
、
も
し
、
人
権
が

侵
さ
れ
た
場
合
の
救
済
や
、
相
談
、
啓

発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
現
在
、
市
内
で
は
６
人
が
委
嘱
を
受

け
活
動
し
て
い
ま
す
。�

　
人
権
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
毎
月
第

３
木
曜
日
に
ハ
ー
ト
ピ
ア(

市
民
福
祉
セ

ン
タ
ー)

で
行
う
「
人
権
・
法
律
相
談
」

を
利
用
く
だ
さ
い
。�

　(

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す)�

◎
問
合
せ
　
市
民
課
　
☎
内
線
１
０
５�

�

入
賞
者
（
敬
称
略
）�

●
岐
阜
地
方
法
務
局
長
賞�

【
一
部
】
依
馬
　
弘
直（
土
岐
小
４
年
）�

　
　
　
　
宗
田
　
美
優（
土
岐
小
６
年
）�

【
二
部
】
加
藤
　
萌
美（
瑞
陵
中
１
年
）�

　
　
　
　
纐
纈
　
美
香（
日
吉
中
３
年
）�

【
三
部
】
宮
田
　
純
平（
中
京
高
３
年
）�

　
　
　
　
中
村
　
育
世（
麗
澤
高
１
年
）�

●
岐
阜
地
方
法
務
局
多
治
見
支
局
長
賞�

【
一
部
】
宮
地
　
彩
乃（
土
岐
小
３
年
）�

　
　
　
　
稲
垣
あ
ゆ
み（
釜
戸
小
６
年
）�

【
二
部
】
水
野
　
成
美（
瑞
浪
中
１
年
）�

　
　
　
　
井
田
　
　
和（
稲
津
中
３
年
）�

【
三
部
】
前
田
　
明
香（
中
京
高
３
年
）�

　
　
　
　
安
藤
　
栄
梨（
中
京
高
３
年
）�

●
多
治
見
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
長
賞�

【
一
部
】
後
藤
　
結
貴（
土
岐
小
３
年
）�

　
　
　
　
長
谷
部
歩
美（
釜
戸
小
５
年
）�

【
二
部
】
桑
原
　
宏
奈（
瑞
陵
中
１
年
）�

　
　
　
　
中
西
め
ぐ
み（
稲
津
中
３
年
）�

【
三
部
】
塚
本
小
百
合（
中
京
高
２
年
）�

　
　
　
　
水
野
　
次
郎（
釜
戸
中
２
年
）�

�

●
市
長
賞�

金
賞�

【
一
部
】
鈴
木
　
柚
香（
稲
津
小
６
年
）�

【
二
部
】
大
野
　
世
貴（
瑞
浪
中
１
年
）�

【
三
部
】
岩
島
　
弓
子（
中
京
高
３
年
）�

銀
賞�

【
一
部
】
伊
佐
次
香
奈（
瑞
浪
小
４
年
）�

　
　
　
　
田
中
　
晴
子（
釜
戸
小
６
年
）�

【
二
部
】
板
垣
　
舞
子（
瑞
浪
中
１
年
）�

　
　
　
　
奥
村
　
真
由（
瑞
陵
中
１
年
）�

【
三
部
】
西
尾
い
づ
み（
中
京
高
１
年
）�

　
　
　
　
山
内
　
尚
代（
西
小
田
町
）�

銅
賞�

【
一
部
】
後
藤
　
千
穂（
瑞
浪
小
３
年
）�

　
　
　
　
堀
部
　
里
歩（
瑞
浪
小
４
年
）�

　
　
　
　
岩
島
　
史
佳（
稲
津
小
６
年
）�

【
二
部
】
青
山
奈
々
美（
瑞
浪
中
１
年
）�

　
　
　
　
日
比
野
友
宏（
瑞
陵
中
１
年
）�

　
　
　
　
伊
藤
　
由
佳（
日
吉
中
３
年
）�

【
三
部
】
林
　
　
莉
衣（
瑞
浪
高
２
年
）�

　
　
　
　
牧
野
　
幸
恵（
中
京
高
２
年
）�

　
　
　
　
立
木
　
理
恵（
麗
澤
高
１
年
）�

人
権
週
間

人
権
週
間�
人
権
週
間

人
権
週
間�
人
権
週
間�

12
月
４
日(

水)

〜
10
日(

火)
《
本
年
度
啓
発
重
点
目
標
》�

第
54
回
人
権
週
間
記
念
行
事

回
人
権
週
間
記
念
行
事�

第
54
回
人
権
週
間
記
念
行
事�

「
人
権
と
困
り
ご
と
の
相
談
所
開
設
」

「
人
権
と
困
り
ご
と
の
相
談
所
開
設
」�

「
人
権
と
困
り
ご
と
の
相
談
所
開
設
」�

「
ご
存
知
で
す
か
？
人
権
擁
護
委
員
」�

「
ご
存
知
で
す
か
？
人
権
擁
護
委
員
」

「
ご
存
知
で
す
か
？
人
権
擁
護
委
員
」�

「
ご
存
知
で
す
か
？
人
権
擁
護
委
員
」�

第
22
回�

第
22
回�

期
間
　
12
月
３
日（
火
）�

　
　
　
　
　
〜
13
日（
金
）�

　
　
　
　
（
土
・
日
を
除
く
）�

会
場
　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル�

人
権
書
道
展

人
権
書
道
展�

人
権
書
道
展

人
権
書
道
展�

人
権
書
道
展�



�

　
平
成
12
年
４
月
よ
り
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
、
３
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
介
護

を
新
し
い
社
会
保
険
制
度
と
し
て
実
施
し
、
高
齢
者

の
方
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
新
し
い
介
護

支
援
シ
ス
テ
ム
で
す
。�

　
当
市
で
は
、
65
歳
以
上
の
方
が
昨
年
４
月
現
在�

８
、
５
５
２
人
で
、
今
年
４
月
に
は
８
、
８
４
４
人

と
な
り
、
こ
の
１
年
で
２
９
２
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

年
々
、
高
齢
者
数
が
急
速
に
増
加
し
て
い
ま
す
。�

　
介
護
保
険
に
お
い
て
は
こ
の
高
齢
者
の
増
加
に
伴

っ
て
、認
定
者
、利
用
者
も
確
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。�

　
当
市
の
65
歳
以
上
の
方
８
、
８
４
４
人
の
う
ち�

８
５
７
人
（
９
・
７
％
）
が
認
定
を
受
け
ら
れ
、
そ

の
う
ち
６
１
３
人
（
71
・
５
％
）
の
方
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
訪

問
介
護
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
用
具
貸
与
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
あ
り
、

多
く
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�

　
現
在
、
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
サ
ー
ビ
ス
利
用
量
の

見
込
み
や
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
、
保
険
料
の
水
準
を

検
討
し
て
い
ま
す
。�

　
今
後
、
介
護
保
険
制
度
の
成
果
、
課
題
な
ど
を
皆

さ
ん
に
確
認
、
検
証
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
の

制
度
の
充
実
を
図
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。�

�

◎
問
合
せ
　
高
齢
介
護
課
　
☎
内
線
１
５
１�

�

要介護認定者・介護サービス利用者状況�

在宅サービス別の利用状況�

在宅サービス別の費用額�

単位　人�

単位　人�

単位　千円�

平成12年4月�

平成13年4月�

平成14年4月�

平成12年4月�

平成13年4月�
平成14年4月�

認定者数� 利用者実人数� 在宅利用人数� 施設利用人数�

586�

724�

857

455�

542�

613

275�

371�

441

181�

181�

176

300�

250�

200�

150�

100�

50�

0
訪問介護�訪問入浴�訪問看護� 通所介護�訪　問�

リハビリ�
通　所�
リハビリ�

99�

127�

164

12�

14�

15

16�

33�

38

0�

1�

3

187�

245�

270

40�

45�

43

福祉用具�
貸　与�

18�

124�

178

居宅療養�
管理指導�

10�

25�

19

短期入所�

38�

71�

96

グループ�
ホーム�

0�

3�

7

18、000�

16、000�

14、000�

12、000�

10、000�

8、000�

6、000�

4、000�

2、000�

0

平成12年4月�

平成13年4月�
平成14年4月�

訪問介護�訪問入浴�訪問看護� 通所介護� 短期入所�訪　問�
リハビリ�

通　所�
リハビリ�

福祉用具�
貸　与�

居宅療養�
管理指導�

グループ�
ホーム�

5，425�

7，658�

9，043

671�

504�

700

375�

724�

972

9，895�

14，548�

16，603

246�

1，412�

2，560

85�

209�

152

0�

516�

1，762

4，977�

4，291�

6，551

2，197�

2，086�

2，378

0�

22�

61

1000�

800�

600�

400�

200�

0

瑞
浪
市
の
介
護
保
険
の
状
況

瑞
浪
市
の
介
護
保
険
の
状
況�

瑞
浪
市
の
介
護
保
険
の
状
況

瑞
浪
市
の
介
護
保
険
の
状
況�

瑞
浪
市
の
介
護
保
険
の
状
況

瑞
浪
市
の
介
護
保
険
の
状
況�

瑞
浪
市
の
介
護
保
険
の
状
況�

５�瑞浪市役所　☎ 68-2111



６�平成14年11月15日�

�

▽
小
木
曽
文
男
様
　
中
山
道
自
作
俳
句
集
　
千
二
百
部

　
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
配
布
に�

��
善  

意�

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た� 土岐児童センター�

遠藤咲良ちゃん（２歳）�
さく　ら�

（小田町）�（小田町）�

早瀬　樹ちゃん（１歳）�
いつき�

　
大
湫
小
学
校
子
供
会
が
、「
美
し
い
ひ
だ
・
み
の
景

観
づ
く
り
賞
」
一
般
部
門
で
入
選
し
、
11
月
１
日
に

県
庁
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�
�

　
同
賞
は
、
良
好
な
景
観
形
成
に
取
り
組
む
グ
ル
ー

プ
や
自
治
体
に
岐
阜
県
が
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年

度
は
一
般
部
門
104
件
、
市
町
村
部
門
14
件
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。�

�

　
大
湫
小
学
校
子
供
会
は
、
毎
年
１
度
身
近
な
事
柄

に
注
意
を
呼
び
か
け
る
看
板
を
４
枚
程
作
っ
て
き
ま

し
た
。
小
学
生
ら
し
く
素
朴
で
か
わ
い
い
絵
柄
の
看

板
は
、
ま
わ
り
の
自
然
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。�

　
会
長
の
倉
本
久
留
美
さ
ん
（
６
年
）
は
、
「
毎
年

当
た
り
前
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
表
彰
さ
れ
、

う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

和
宮
宿
泊
の
間
が
現
存

和
宮
宿
泊
の
間
が
現
存�

和
宮
宿
泊
の
間
が
現
存

和
宮
宿
泊
の
間
が
現
存�

和
宮
宿
泊
の
間
が
現
存�

美しいひだ・みの景観づくり賞美しいひだ・みの景観づくり賞�美しいひだ・みの景観づくり賞美しいひだ・みの景観づくり賞�美しいひだ・みの景観づくり賞�

　瑞浪市内などで行なわれている１円玉募金は、

インドで孤児たちが共同生活している「パンニ

ャメッタの子供の家」を支援しようと８年前か

ら始まったものです。�

　この草の根募金から広がった、様々な形のイ

ンドとの交流や、活動に携わった人々の様子を

放送します。�

見てね�

18時10分～30分�
11月28日（木）�岐阜テレビで放映�
「１円で何ができる？」�

　
中
山
道
開
宿
400
年
の
今
年
、
大
湫
宿
の
本
陣
の
一

部
と
見
ら
れ
る
部
屋
が
土
岐
市
内
に
現
存
し
て
い
る

こ
と
が
５
月
に
分
か
り
ま
し
た
。�

　
移
築
先
は
、
鈴
木
和
良
さ
ん
宅
で
、
居
室
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
10
月
14
日
に
は
東
濃
地
区
の
文
化
財
関
係
者
を

対
象
と
し
た
説
明
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。�

　「
中
山
道
の
文
化
と
史
跡
を
守
る
会
」会
長
の
渡
辺

俊
典
さ
ん
（
大
湫
町
）
ら
の
調
べ
に
よ
る
と
、
鈴
木

さ
ん
宅
に
現
存
す
る
の
は
、
文
久
元
年（
１
８
６
１
）、

皇
女
和
宮
が
降
嫁
の
際
に
宿
泊
し
た
上
段
の
間
な
ど

５
部
屋
で
、
移
築
さ
れ
た
の
は
明
治
20
年
頃
と
の
こ

と
で
す
。�

�

　
な
お
、
皇
女
和
宮
行
列
の
再
現
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

が
行
わ
れ
る

記
念
イ
ベ
ン

ト
「
中
山
道

400
年
の
恋
」

は
、
11
月
17

日
に
日
吉
町

・
大
湫
町
・

釜
戸
町
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

（
詳
し
く
は
、

11
月
１
日
号

の
広
報
に
掲

載
）�

����
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10
月
14
日
、
市
民
競
技
場
で
第
18
回
瑞
浪
市
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
は
、
市
内
21
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
と
保

護
者
、
約
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。�

�

　
短
距
離
走
や
長
距
離
走
、
玉
入
れ
や
リ
レ
ー
な
ど

個
人
・
団
体
あ
わ
せ
て
24
競
技
が
行
わ
れ
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。�

◎
秋
季
交
流
会
結
果
（
10
月
５
日
、
12
日
）�

�

●
野
　
球
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

６
年
生�

優
勝
　
土
岐
　
準
優
勝
　
稲
津
　
３
位
陶
・
瑞
浪�

�

５
年
生�

優
勝
　
瑞
浪
Ａ
　
準
優
勝
　
釜
戸
　
３
位
稲
津
・
日
吉�

４
年
生�

優
勝
　
瑞
浪
Ｂ
　
準
優
勝
　
稲
津
　
３
位
陶
・
釜
戸�

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル�

優
勝
　
稲
津
　
準
優
勝
　
瑞
浪
Ａ
　
３
位
　
釜
戸�

４
位
　
土
岐
　
敢
闘
賞
　
日
吉
Ａ
、
明
世
、
日
吉
Ｂ
、

瑞
浪
Ｂ�

　
10
月
19
日
、
陶
町
公
民
館
で
第
32
回
み
ず
な
み
ア

マ
チ
ュ
ア
映
画
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
瑞
浪
小
型
映
画
友
の
会
（
山
田
芳
彦
会
長
）
が
主

催
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
県
内
外
か
ら
約
200
人
が

訪
れ
ま
し
た
。�

�

　
一
昨
年
の
第
30
回
ま
で
は
全
て
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

で
の
上
映
で
し
た
が
、
機
材
の
入
手
が
困
難
に
な
っ

た
た
め
、
ビ
デ
オ
撮
影
に
転
向
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
昨
年
は
初
め
て
ビ
デ
オ
作
品
が
出
品
さ
れ
、

８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
は
１
作
の
み
と
な
り
、
今
回
は
全

て
が
ビ
デ
オ
作
品
と
な
り
ま
し
た
。�

　
山
田
会
長
は
、
「
ま
だ
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
編
集

に
不
慣
れ
で
す
が
、
今
後
は
慣
れ
て
も
っ
と
良
い
作

品
に
仕
上
が
る
と
思
い
ま
す
」
と
今
後
の
創
作
活
動

へ
の
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
　�

スポーツ少年団運動会・交流会�スポーツ少年団運動会・交流会�スポーツ少年団運動会・交流会�スポーツ少年団運動会・交流会�

　
10
月
26
日
、
三
宅
彩
加
さ
ん
（
陶
中
学
校
３
年
）

が
、
第
33
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大

会（
横
浜
市
で
開
催
）
で
、
３
０
０
０
ｍ
に
出
場
し
ま

し
た
。�

　
三
宅
さ
ん
は
、
８
月
に
開
催
さ
れ
た
県
の
ジ
ュ
ニ

ア
大
会
で
優
勝
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を

決
め
ま
し
た
。�

�

　
小
学
校
４
年
生
か
ら
陸
上
競
技
を
始
め
て
中
長
距

離
で
実
力
を
発
揮
、
昨
年
は
陶
中
学
校
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
駅
伝
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
10
月
23
日
に
は
、
　
嶋
市
長
に
大
会
出
場
の
報
告

に
訪
れ
、
「
初
め
て
の
個
人
で
の
全
国
大
会
出
場
で

す
が
、
強
い
人
を
み
て
勉
強
し
ま
す
」
と
抱
負
を
話

し
、
自
己
ベ
ス
ト
（
10
分
25
秒
）
更
新
を
目
標
に
掲

げ
ま
し
た
。�

　
大
会
当

日
は
、
決

勝
に
進
む

こ
と
が
で

き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら

の
駅
伝
シ

ー
ズ
ン
に

陶
中
学
校

チ
ー
ム
の

エ
ー
ス
と

し
て
期
待

さ
れ
ま
す
。�

�

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場�

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場�

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場�

瑞
浪
ア
マ
チ
ュ
ア
映
画
祭

瑞
浪
ア
マ
チ
ュ
ア
映
画
祭�

瑞
浪
ア
マ
チ
ュ
ア
映
画
祭

瑞
浪
ア
マ
チ
ュ
ア
映
画
祭�

瑞
浪
ア
マ
チ
ュ
ア
映
画
祭�

三宅さん三宅さん（中央）（中央）と保母徳生コーチと保母徳生コーチ�三宅さん（中央）と保母徳生コーチ�



　
10
月
18
日
、
第
６
回
新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会

が
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
は
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
ク
ロ
ス
集
計
結

果
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
新
市
の
将
来
像
と
基
本
方
針

に
つ
い
て
の
細
部
に
わ
た
っ
て
討
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
新
市
の
人
口
見
通
し
が
事
務
局
よ
り
示
さ
れ
、

こ
の
数
値
を
基
に
、
就
業
人
口
の
減
少
を
食
い
止
め
る

施
策
を
展
開
す
る
方
向
で
一
致
し
ま
し
た
。�

　
将
来
像
を
描
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を「
活
力
」、「
み

ど
り
」、「
協
働
」、「
安
心
」、「
交
流
」
と
し
、
こ
う
し

た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に
、
将
来
像
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
事
務
局
で
３
例
ほ
ど
に
ま
と
め
、
次
回
の
委
員
会

で
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

 

　
人
口
見
通
し
を
立
て
る
場
合
、
こ
の
ま
ま
で
推
移
す

る
と
ど
う
な
る
か(

趨
勢
人
口)

と
、
こ
れ
に
政
策
的
要

因
を
加
え
て
見
通
し
を
立
て
る
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

小
委
員
会
で
は
、
趨
勢
人
口
を
採
用
し
、
合
併
後
概
ね

10
年
後
、
総
人
口
を
22
万
４
千
人
と
し
ま
し
た
。�

①
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
要
望�

　
上
位
項
目
で
は
、
３
市
１
町
で
共
通
し
た
傾
向
が
見

ら
れ
る
。(

回
答
総
数
に
対
す
る
構
成
比
率
で
表
示)�

・
高
齢
者
・
障
害
者
等
、
全
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら

　
せ
る
福
祉
の
ま
ち
（
44
％
〜
49
％
）�

・
緑
豊
か
な
自
然
環
境
や
快
適
な
居
住
環
境
に
恵
ま
れ

　
た
ま
ち
（
38
％
〜
39
％
）�

・
工
業･

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
が
活
発
で
、雇
用
機

　
会
の
豊
富
な
ま
ち
（
30
％
〜
34
％
）�

�

・
自
然
災
害
や
交
通
事
故
、
犯
罪
の
少
な
い
安
全
な
ま

　
ち
（
27
％
〜
31
％
）�

②
ま
ち
の
現
状
に
対
す
る
満
足
度
・
不
満
足
度�

　
小
学
校
区
別
で
は
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
各
項

目
と
も
に
市
街
地
外
で
不
満
に
思
っ
て
い
る
割
合
が
高

い
と
い
え
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
格
差
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
か
、
十
分
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。�

③
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
重
要
な
施
策
に
つ
い
て�

　
３
市
１
町
共
通
し
て
不
満
足
度
の
高
い
「
中
小
企
業

の
育
成
、
起
業
の
支
援
や
地
域
内
で
の
雇
用
の
場
の
確

保
」、「
新
規
企
業
誘
致
・
新
産
業
の
創
出
」、「
陶
磁
器

産
業
の
育
成
」、「
公
共
交
通
の
充
実
」、「
商
業
の
振
興

や
買
物
の
利
便
性
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」に
つ
い
て
は
、今

後
の
課
題
と
し
て
十
分
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。�

④
合
併
し
た
場
合
の
期
待
・
心
配
点�

　「
経
費
の
削
減
を
図
る
な
ど
に
よ
り
、効
率
的
な
行
政

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
」や「
広
域
的
な
視
点
に
立
ち
、

道
路
や
公
共
施
設
な
ど
を
効
果
的
に
整
備
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
を
最
大
限
に
活
か
せ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
の
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。�

　
そ
れ
と
と
も
に
、住
民
に
心
配･

懸
念
さ
れ
て
い
る「
公

共
料
金
が
高
く
な
り
、
住
民
の
負
担
が
増
え
る
」、「
区

域
が
広
く
な
り
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
に
く

く
な
る
」や
「
合
併
後
の
役
所(

役
場)

中
心
地
域
と
周
辺

地
域
で
格
差
が
生
じ
る
」
な
ど
の
様
々
な
事
項
に
対
し

て
、
そ
の
対
策
の
検
討
を
地
域
ご
と
に
図
り
、
住
民
不

安
を
十
分
に
留
意
し
た
合
併
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。�

考
え
て
み
よ
う

考
え
て
み
よ
う

　
　
　
未
来
の
ふ
る
さ
と

　
　
　
未
来
の
ふ
る
さ
と

考
え
て
み
よ
う

考
え
て
み
よ
う

　
　
　
未
来
の
ふ
る
さ
と

　
　
　
未
来
の
ふ
る
さ
と

考
え
て
み
よ
う

　
　
　
未
来
の
ふ
る
さ
と

⑩
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�

【
意
見
要
旨
】�

・
政
策
的
人
口
を
見
込
む
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら

　
の
資
料
を
そ
ろ
え
な
け
れ
ば
で
き
な
い
し
、
県
の
計

　
画
で
も
、
政
策
的
人
口
は
見
込
ま
な
い
。
こ
の
人
口

　
指
標
を
基
に
す
れ
ば
よ
い
。�

・
第
二
次
産
業
就
業
者
数
が
激
減
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

　
こ
の
地
域
は
、
製
造
業
を
中
心
と
し
た
地
域
で
あ
り
、

　
減
少
を
い
か
に
食
い
止
め
る
か
を
施
策
展
開
に
反
映

　
さ
せ
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。�

第
６
回
新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会

第
６
回
新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会�

第
６
回
新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会�

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
ま
と
め�

新
市
の
将
来
像
と
基
本
方
針�

主
要
指
標
の
見
通
し
に
つ
い
て�

主要指標見通し�

区      分� 平成７年� 平成12年�
合併後概ね �
 5年後見通し�

合併後概ね   �
10年後見通し�

総   人    口�

年 少 人 口   �
  ０～14歳�

生産年齢人口�
　15～64歳�

老 年 人 口  �
   65歳以上�

年
齢
別
人
口�

世    帯    数�

１世帯当り人員�
就  業  人  口�

産業別�

就業者�
第２次�

第３次�

第１次�

220,713人� 221,321人� 225,000人� 224,000人�

34,754人�
（15.7％）�

32,000人�
（14.3％）�

31,000人�
（13.7％）�

37,886人�
（17.2％）�

151,276人�
（68.5％）�

�
147,900人�
（66.8％）�

140,500人�
（62.4％）�

132,000人�
（59.2％）�

38,475人�
（17.4％）�

52,500人�
（23.3％）�

61,000人�
（27.1％）�
�

31,526人�
（14.3％）�

69,492世帯� 75,000世帯�65,910世帯� 78,000世帯�
3.35人� 3.18人� 2.99人� 2.88人�

118,222人� 114,982人� 111,800人� 108,400人�

  900人�
（0.8％）�

  800人�
（0.8％）�

1,172人�
 （1.0％）�

1,142人�
 （1.0％）�

51,163人�
 （43.3％）�

45,206人�
 （39.3％）�

36,600人�
 （32.7％）�
�

32,100人�
 （29.6％）�
�
�65,917人�

 （55.8％）�
68,604人�
 （59.7％）�

74,300人�
 （66.5％）�

75,500人�
 （69.6％）�

�
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新
市
の
拠
点
と
都
市
軸
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

く
か
を
討
議
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
論
点
と
し
て
は
、

次
の
二
通
り
の
選
択
肢
が
考
え
ら
れ
ま
す
。�

①
現
状
の
都
市
構
造
を
継
続
す
る
。�

　
現
状
の
各
市
町
の
都
市
構
造
を
基
本
に
し
て
、
新

た
な
拠
点
は
考
え
な
い
。�

②
新
た
な
都
市
構
造
の
創
出�

　
３
市
１
町
を
一
つ
の
エ
リ
ア
と
し
て
、
新
た
に
都

市
構
造
を
考
え
直
し
、
新
た
な
拠
点
と
都
市
軸
を
設

定
す
る
。�

　
こ
の
二
つ
を
、
討
議
の
結
果
、
現
状
の
都
市
構
造

を
継
続
す
る
考
え
方
で
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。�

【
意
見
要
旨
】�

・
現
状
を
継
続
し
、
産
業
誘
致
地
区
、
大
学
誘
致
地

区
な
ど
将
来
像
と
リ
ン
ク
し
た
図
面
表
示
が
で
き
れ

ば
い
い
。�

◆
職
種
と
人
員
　�

　
・
瑞
浪
市
民
公
園
管
理
　
　
　
　
　
　
　
若
干
名�

　
・
瑞
浪
共
同
福
祉
施
設
管
理
　
　
　
　
　
　
１
人�

　
・
瑞
浪
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
　
１
人�

　
　(

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
瑞
浪)�

◆
応
募
資
格�

　
・
健
康
で
か
つ
身
元
確
実
な
方�

　
・
年
齢
51
歳
以
上
63
歳
未
満
の
方�

　
　(

平
成
15
年
４
月
１
日
現
在)�

　
・
原
則
と
し
て
瑞
浪
市
在
住
の
方�

◆
雇
用
条
件�

　
・
給
料
　
月
額
11
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
・
勤
務
時
間
お
よ
び
休
日�

　
市
役
所
企
画
政
策
課
と
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
直
接
ご
購
入
く
だ
さ
い
。�

◆
価
格
　
４
８
０
円
　
　
◆
大
き
さ
　
17
㎝
×
９
㎝�

◆
色
　
　
紺
・
グ
レ
ー
・
エ
ン
ジ
・
淡
水
色�

◆
内
容
　
月
別
行
事
予
定
・
六
曜
・
別
冊
資
料
編�

　
　
　
　(

市
町
村
勢
一
覧
・
官
公
庁
所
在
地
等)�

◎
問
合
せ
　
企
画
政
策
課
　
☎
内
線
３
３
３�

　
ピ
ア
ノ
や
コ
ー
ラ
ス
、
フ
ル
ー
ト
な
ど
の
多
彩
な
演

奏
会
で
す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場

く
だ
さ
い
。�

◎
問
合
せ
　
陶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
　
☎
６
５
ー
２
１
１
１

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
　
　
　�

・
基
調
講
演
　
「
観
光
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア(

仮)

」�

　
　
　
講
師
　
ケ
ン
　
ジ
ョ
セ
フ
氏
　(

㈱
ホ
リ
プ
ロ)

・
県
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
活
動
発
表
等�

●
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　
電
話
番
号
と
返
信
用
住
所
氏
名
を
記
入
し
送
付�

●
対
象
（
定
員
）
　
一
般
（
定
員
２
０
０
人
）
　�

◎
申
込
・
問
合
せ
　�

　
〒
５
０
０
ー
８
５
７
０
　
岐
阜
市
藪
田
南
２
ー
１
ー
１�

　
岐
阜
県
交
流
産
業
室
　
☎
０
５
８
ー
２
７
２
ー
１
１
１
１

　
内
線
３
０
５
６�

�
�

�

◆
応
募
方
法
　�

　
履
歴
書
（
市
販
可
・
写
真
を
必
ず
添
付
）
に
必
要

事
項
、
希
望
職
種
を
明
記
の
う
え
、
職
安
の
紹
介
状

を
添
え
て
申
込
む�

◆
応
募
期
限
　
　
12
月
20
日(

金)
必
着�

◆
選
考
予
定
日
　
平
成
15
年
１
月
中
旬�

◆
採
用
予
定
日
　
平
成
15
年
４
月�

◎
申
込
・
問
合
せ
　
施
設
公
社
事
務
局
　
☎
６
８
ー
０
６
７
５�

　
〒
５
０
９
ー
６
１
３
２�

　
明
世
町
山
野
内
１
ー

13
　
化
石
博
物
館
内�

�

第
５
回
合
併
協
議
会�

・
日
時
　
12
月
11
日（
水
）
13
時
30
分
〜�

・
場
所
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐 

２
階
小
ホ
ー
ル�

�

第
８
回
新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会�

・
日
時
　
12
月
25
日（
水
）
13
時
30
分
〜�

・
場
所
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐 

３
階
会
議
室�

�

※
合
併
協
議
会
お
よ
び
小
委
員
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
。�

◎
問
合
せ
　
企
画
政
策
課
　
☎
内
線
３
３
３�

　
傍
聴
申
込  

〒
５
０
９
ー
５
１
２
１�

　
土
岐
市
土
岐
津
町
高
山
４「
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
」
内 

　
東
濃
西
部
合
併
協
議
会
事
務
局�

�

              

　     

☎
５
３
ー
４
３
０
０�

�

�

施
設
公
社
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

施
設
公
社
の
職
員
を
募
集
し
ま
す�

施
設
公
社
の
職
員
を
募
集
し
ま
す�

�

市 

民 

公 

園�
共
同
福
祉
施
設

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ�

　
勤 

務 

時 

間
　�

８
時
30
分
〜
17
時�

８
時
30
分
〜
17
時�

８
時
30
分
〜
17
時�

　
休
　
　
　
日
　�

土

・

日

・

月

�

月
曜
・
他
週
１
日�

月
曜
・
他
週
１
日�

勤 

務 

場 

所�

11
月
24
日(

日)

　
14
時
〜�

陶
公
民
館
　
大
会
議
室
　(

入
場
無
料)

地
域
別
整
備
方
針
に
つ
い
て�

合
併
協
議
会
開
催
案
内�

平
成
平
成
15
年
度
版
　
岐
阜
県
民
手
帳
　
発
売
中

年
度
版
　
岐
阜
県
民
手
帳
　
発
売
中�

平
成
15
年
度
版
　
岐
阜
県
民
手
帳
　
発
売
中�

♪
あ
っ
こ
と

♪
あ
っ
こ
と 

ゆ
か
い
な

ゆ
か
い
な 

仲
間
た
ち
♪

仲
間
た
ち
♪�

♪
あ
っ
こ
と 

ゆ
か
い
な 

仲
間
た
ち
♪�

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ふ
れ
あ
い
講
演
会

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ふ
れ
あ
い
講
演
会�

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ふ
れ
あ
い
講
演
会�

12
月
４
日(

水)

　
13
時
〜
16
時�

セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
国
際
会
議
場�

入
場
無
料�
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10
月
10
日
、
第
48
回
瑞
浪
市
小
学
校

陸
上
記
録
会
が
、
瑞
浪
市
市
民
競
技
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
市
内
の
小
学
校
６
年
生（
大
湫
小
学

校
は
５
・
６
年
生
）
が
全
員
参
加
し
、

自
己
記
録
に
挑
戦
し
ま
し
た
。�

�
�８

０
ｍ
ハ
ー
ド
ル�

　
男
子
　
梅
沢
大
輝
（
土
岐
）
13
秒
１�

　
女
子
　
岩
島
桃
子
（
稲
津
）
14
秒
３�

１
０
０
ｍ�

�

　
男
子
　
秋
山
直
也
（
土
岐
）
13
秒
８�

　
女
子
　
平
子
千
恵
（
陶
）
　
15
秒
２�

１
０
０
０
ｍ�

　
男
子
　
伊
藤
彰
浩
（
明
世
）
３
分
25
秒�

　
女
子
　
佐
藤
柚
紀
（
陶
）
　
３
分
37
秒�

走
り
幅
跳
び�

　
男
子
　
間
瀬
智
久（
瑞
浪
）
４
ｍ
９
cm�

　
女
子
　
金
津
　
佳（
瑞
浪
）
３
ｍ
65�
cm�

走
り
高
跳
び�

　
男
子
　
関
　
　
翼（
瑞
浪
）
１
ｍ
35�
cm�

　
女
子
　
田
中
晴
子（
釜
戸
）
１
ｍ
21�
cm�

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ�

　
男
子
　
遠
藤
史
崇（
土
岐
）
53
ｍ
67�
cm�

　
女
子
　
小
澤
芙
美
子（
稲
津
）
42
ｍ
12�
cm�

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー�

�

　
男
子
（
土
岐
） 

　
　
55
秒
５�

　
　
竹
内
　
　
渉
・
長
谷
川
　
卓�

　
　
島
村
壮
士
朗
・
秋
山
　
直
也�

　
女
子
（
陶
）
　
　
　
　
　
　
59
秒
７�

�
　
　
佐
藤
　
柚
紀
・
田
内
　
杏
奈�

　
　
羽
柴
由
里
絵
・
平
子
　
千
恵�

�

　
今
回
も
中
山
道
に
関
わ
る
文
化
財
を

紹
介
し
ま
す
。�

　
大
湫
神
明
神
社
の
社
殿
の
前
に
そ
び

え
る
こ
の
大
杉
は
神
明
神
社
の
御
神
木

で
、
樹
齢
約
１
３
０
０
年
と
い
わ
れ
ま

す
。
木
の
高
さ
は
60
ｍ
、
幹
の
周
囲
は

11
ｍ
も
あ
り
、
岐
阜
県
の
文
化
財
（
天

然
記
念
物
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
大
杉
は
中
山
道
を
通
る
旅
人
か

ら
も
親
し
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
、
太
田

南
畝
の
旅
日
記
「
壬
戌
紀
行｣

に
も
登
場

し
ま
す
。�

　
「
植
物
が
文
化
財
？
」
な
ん
て
思
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
も
れ
っ
き

と
し
た
文
化
財
で
す
。
大
切
に
保
護
し

ま
し
ょ
う
。�

◆
Ａ
コ
ー
ス
（
12
月
７
日
）�

　
野
外
学
習
地
で
化
石
の
と
り
方
に
つ
い

　
て
解
説
し
ま
す�

◆
Ｂ
コ
ー
ス
（
12
月
14
日
）�

　
化
石
博
物
館
近
く
の
地
層
見
学
地
で
地

　
層
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す�

◆
Ｃ
コ
ー
ス
（
12
月
21
日
）�

　
化
石
の
レ
プ
リ
カ
づ
く
り
（
石
膏
で
貝

　
化
石
な
ど
の
レ
プ
リ
カ
を
作
り
、
彩
色

　
し
ま
す
）�

※
絵
の
具
と
筆
が
必
要
。
受
講
料
300
円
、

　
定
員
20
人�

�

■
場
　
所
　
化
石
博
物
館�

　
　
　
　
　 

☎
６
８
ー
７
７
１
０�

■
時
　
間
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分�

■
対
象
者
　
小
学
校
４
年
生
以
上�

■
申
　
込
　
当
日
、
化
石
博
物
館
受
付
で

　
　
　
　
　
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。�

�

教育委員会�はぐくみ�

生涯学習施設12月の休館日�

総合文化センタ－
市 民 図 書 館 �

市 民 体 育 館 �

文 化 会 館 �

サイエンスワールド�

化 石 博 物 館 �
陶 磁 資 料 館 �
市之瀬記念美術館�
地 球 回 廊 �

2、9、16、24、25、28～31日�

3、10、17、24、25、28～31日�

2、3、9、16、24、25、28～31日�

2、9、16、24、25、28～31日�

5、12、19､ 26、29～31日�

第
４
回

第
４
回�

第
４
回

第
４
回�

第
４
回�

各
種
目
成
績
（
優
勝
者
の
み
）�

（
敬
称
略
）�

大
湫
神
明
神
社
の
大
杉

大
湫
神
明
神
社
の
大
杉�

大
湫
神
明
神
社
の
大
杉

大
湫
神
明
神
社
の
大
杉�

大
湫
神
明
神
社
の
大
杉

大
湫
神
明
神
社
の
大
杉�

大
湫
神
明
神
社
の
大
杉�

化
石
に
つ
い
て
簡
単
に
学
ぶ�

　
　
　
　
３
講
座
を
開
講
し
ま
す�

化
石
を
調
べ
る

化
石
を
調
べ
る�

　
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス

　
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス（
12
月
）
月
）�

化
石
を
調
べ
る

化
石
を
調
べ
る�

　
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス

　
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス（
12
月
）
月
）�

化
石
を
調
べ
る�

　
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス（
12
月
）�
小
学
校
陸
上
記
録
会

小
学
校
陸
上
記
録
会�
小
学
校
陸
上
記
録
会

小
学
校
陸
上
記
録
会�
小
学
校
陸
上
記
録
会

小
学
校
陸
上
記
録
会�
小
学
校
陸
上
記
録
会�

な
ん
ぽ�

じ
ん
じ
ゅ
つ�
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わ
が
校
の
取
り
組
み
紹
介

わ
が
校
の
取
り
組
み
紹
介�

わ
が
校
の
取
り
組
み
紹
介

わ
が
校
の
取
り
組
み
紹
介�

わ
が
校
の
取
り
組
み
紹
介

わ
が
校
の
取
り
組
み
紹
介�

わ
が
校
の
取
り
組
み
紹
介�

稲

津

中

学

校

�

生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
④

H14

団
　
長
　
加
藤
　
美
知
代�

　
「
青
い
空
は
青
い
ま
ま
で
子
供
ら
に

伝
え
た
い
」
を
理
念
と
し
、
１
９
７
８

年
12
月
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
子
ど
も

た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
歌
い
た
い
と
５
人

の
仲
間
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。�

　
い
つ
消
え
る
か
わ
か
ら
な
い
小
さ
な

灯
で
し
た
。
で
も
、
仲
間
の
明
る
さ
、

信
頼
、
そ
し
て
皆
歌
う
こ
と
が
好
き
と

い
う
こ
と
で
長
く
続
け
て
こ
れ
ま
し
た
。�

　
１
９
８
０
年
１
月
、
指
導
者
に
林
彰

雄
先
生
を
迎
え
、
瑞
浪
市
民
合
唱
団
と

改
名
し
ま
し
た
。
現
在
、
団
員
は
29
人

お
り
ま
す
。�

　
こ
の
地
で
ス
タ
ー
ト
し
て
23
年
、
私

た
ち
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

歌
を
通
し
て
多
く
の
方
々
と
出
会
い
、

ま
た
思
い
出
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
音
楽
構
成
詩
「
嘉
代
子
ざ

く
ら
」
の
レ
コ
ー
ド
の
自
費
出
版
は
全

国
に
も
話
題
を
呼
び
、
各
地
で
公
演
し

ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
共

に
100
人
合
唱
団
で
歌
っ
た
こ
と
、
サ
ツ

キ
マ
ス
の
歌
の
Ｃ
Ｄ
出
版
、
海
外
（
中

国
）
で
の
交
流
会
へ
の
参
加
、
合
唱
団

の
愛
唱
曲
集
、
林
彰
雄
作
品
集
な
ど
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。今
年
、５
月

19
日
に
は
創
立
23
周
年
記
念
演
奏
会
を

開
催
し
、
800
人
を
超
え
る
皆
さ
ん
に
聞

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の

感
動
は
今
で
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
、
創
立
当
初
に
は
思
い
も

つ
か
な
か
っ
た
音
楽
活
動
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
々

に
支
え
ら
れ
て
の
合
唱
団
活
動
だ
と
団

員
一
同
感
謝
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も
「
豊
か
な
心
、
心
あ
た

た
ま
る
音
楽
」
を
目
指
し
て
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
歌
を
愛

す
る
仲
間
の
皆
さ
ん
、
私
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。�

��

　
教
育
改
革
が
大
き
く
叫
ば
れ
て
い
る

現
在
、
本
校
で
は
、
時
代
の
流
れ
に
柔

軟
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
今
ま
で
培

っ
て
き
た
歴
史
と
伝
統
を
重
ん
じ
な
が

ら
、
生
徒
に
軸
足
を
お
い
て
教
育
実
践

を
進
め
て
お
り
ま
す
。�

１
　
授
業
の
充
実
　
学
校
完
全
週
五
日

制
が
実
施
さ
れ
、
世
間
で
は
学
力
低
下

に
対
す
る
心
配
の
声
が
さ
さ
や
か
れ
て

い
ま
す
。
本
校
で
は
、
各
教
科
の
指
導

内
容
を
精
選
す
る
と
と
も
に
、
生
徒
に

身
に
付
け
さ
せ
た
い
「
基
礎
・
基
本
」

を
明
確
に
し
て
、
日
々
授
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
学
習
内
容
の
定

着
に
関
す
る
見
届
け
（
評
価
）
を
適
切

に
行
い
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
指
導

（
処
方
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

２  

地
域
人
材
の
活
用 

　
生
徒
に
求
め

ら
れ
て
い
る
「
生
き
る
力
」
を
一
層
充

実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
専
門
知
識
を
有

す
る
地
域
の
方
か
ら
直
接
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
人
的
な
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
本
校
で
は
「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
「
各
教
科
」
等
で
の
「
豊
か

な
学
び
」
を
支
援
す
る
「
稲
津
中
サ
ポ

ー
タ
ー
リ
ス
ト
」
を
整
備
し
ま
し
た
。�

３  

開
か
れ
た
学
校
　
学
校
の
取
り
組

み
や
生
徒
の
様
子
な
ど
を
地
域
の
方
々

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
対
象
を

保
護
者
か
ら
地
域
の
方
に
広
げ
た
「
地

域
参
観
日
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
校
で
の
行
事
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
積
極
的
に
公
開
し
て
い
ま
す
。�

４  

合
唱 

　
生
徒
の
心
を
育
む
活
動
の

ひ
と
つ
と
し
て
「
合
唱
」
に
力
を
注
い

で
い
ま
す
。
毎
日
の
朝
・
夕
学
活
で
練

習
し
、
そ
の
成
果
を
小
学
校
と
の
交
流

や
合
唱
祭
、
町
文
化
祭
等
で
披
露
し
て

い
ま
す
。�

�

瑞
浪
市
民
合
唱
団

瑞
浪
市
民
合
唱
団�
瑞
浪
市
民
合
唱
団

瑞
浪
市
民
合
唱
団�
瑞
浪
市
民
合
唱
団�

稲津中学校のホームページ�
http://inatuchu.city.mizunami.gifu.jp/
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12月の移動図書館�
こ　ま　ど　り　号�

巡回日� ステ－ション�  時      間  

15：30～16：00

16：10～16：30
棚 田 山 �

羽 広   �

20日（金）�
15：20～15：50

16：00～16：20

明 賀 台 �

新 山 田   �

13：30～14：00

14：20～14：50

15：00～15：20

15：30～16：00

薬 師 �

白 倉 �

細 久 手 �

深 沢 �

21日（土）�

25日（水）�

15：30～15：50

16：00～16：20

16：30～16：50
12日（木）�

半 原 �

鶴 城 �

名 滝 �

13：20～13：40

13：50～14：10

14：20～14：50

15：00～15：20

15：30～16：30

大 川 �

水 上 �

旭 町 �

サニーヒルズ�

猿 爪 �

19日（木）�

13日（金）�

15：30～16：00

16：10～16：30
小 里 �

萩 原 �
11日（水）�

日吉ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ�

月        吉�

15：30～16：20

16：30～16：50

図書館だより�☎ 68-5529

ミニ展のご案内�ミニ展のご案内�

12月5日（木）～25日（水）�

　
市
民
図
書
館
で
は
、
毎
年
高
齢
の
新

春
企
画
と
し
て
「
え
と
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
も
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
、�

ご
協
力
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
え
と
が

新
年
の
図
書
館
を
華
や
か
に
演
出
し
て

き
ま
し
た
。�

　
来
年
の
え
と
は
「
羊
」
。
ご
自
分
で

作
ら
れ
た
も
の
、
収
集
さ
れ
た
も
の
、

「
羊
」
に
関
す
る
も
の
で
展
示
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
は
、
市
民
図
書
館
ま

で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。�

　
展
示
は
１
月
５
日
（
日
）
か
ら
31
日

（
金
）
ま
で
の
予
定
で
す
。�

　
東
濃
西
部
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で

は
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
・
映
画
フ
ィ
ル
ム

（
16
ミ
リ
）
・
機
材
を
無
料
で
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。�

　
教
養
、
情
操
、
地
域
社
会
な
ど
幅
広

い
分
野
の
ビ
デ
オ
、
フ
ィ
ル
ム
合
わ
せ

て
１
万
５
０
０
本
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
、
各
種
研
修
会
、
勉
強
会
、
子

ど
も
会
等
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

◎
問
合
せ�

　
多
治
見
市
上
野
町
５
ー
６
８
ー
１�

　
東
濃
西
部
総
合
庁
舎
内�

　
東
濃
西
部
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー�

　
　
☎
２
３
ー

１
１
１
１�

　
12
月
と
言
え
ば
ク
リ
ス
マ
ス
。�

　
今
回
の
ミ
ニ
展
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
本

や
手
芸
な
ど
、
心
あ
た
た
ま
る
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。�

　
な
お
、
展
示
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
11
月

30
日
（
土
）
ま
で
に
図
書
館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

場　所　総合文化センター　講堂�

内　容　手品、影絵など�

�

12月21日（土）　14時～�

え
と
展
作
品
募
集

え
と
展
作
品
募
集�

え
と
展
作
品
募
集

え
と
展
作
品
募
集�

え
と
展
作
品
募
集

え
と
展
作
品
募
集�

え
と
展
作
品
募
集

え
と
展
作
品
募
集�

え
と
展
作
品
募
集�

ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
ご
案
内

ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
ご
案
内�

ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
ご
案
内�

クリスマス展�クリスマス展�クリスマス展�

サンタクロースが�
　　やってくる�
サンタクロースが�
　　やってくる�
サンタクロースが�
　　やってくる�

図書館ホームページへどうぞ！�

http: //library.city.mizunami.gifu.jp

　本の検索、新着図書情報、ベストリー�

など、（貸出ランキング）、休館日案内�

など、情報満載のページです。�

　ぜひ一度ご覧ください！�



　幼稚園は、友達や�

先生、自然、出来事�

など、豊かな環境と�

の出会いから、一人�

ひとりの興味や関心�

を大切にし、やる気�

や思いやりのある子�

を育てます。�

◆入園できる幼稚園�

　・瑞浪幼稚園　市内どの地域からでも入園可　

　・稲津小学校附属幼稚園　稲津町在住の幼児�

　・陶小学校附属幼稚園　陶町在住の幼児　　�

◆入園できる幼児�

　満５歳～小学校就学に達するまでの幼児�

　(平成９年４月２日～平成10年４月１日生まれ)�

◆授業料　月額7,000円(減免措置有り)　　��

　別に、給食費・諸費として月額5,200円程度必要

◆保育時間　８時～14時30分（降園15時まで）�

◆申込み　12月16日(月)～18日(水)までに、申込

　書(各幼稚園、教育委員会、陶、稲津コミュニテ

　ィーセンターに常設)を希望する幼稚園に提出�

◎問合せ　各幼稚園または、学校教育課 ☎内線487��

　選挙には巨額な費用がかかり、ややもするとそ

れが選挙の不正につながることがあります。�

　そこで、「お金のかからない選挙を実現するこ

と」、「候補者間の選挙運動の機会均等を図るこ

と」を目的として、国や地方公共団体が候補者の

選挙運動費用の一部を負担するというのが選挙公

営制度です。�

　市においても「議会の議員及び長の選挙におけ

る自動車の使用及びポスターの作成の公営に関す

る条例」を設け、クリーンな選挙の実現を目指し

ています。�

◎瑞浪市明るい選挙推進協議会・市選挙管理委員会�

　市では、現在土岐町桜堂において建設中の「老

人憩の家」・「身体障害者デイサービスセンター」

の愛称を募集します。�

　この建物は、パターゴルフ場を併設した老人憩

の家と市内で初めての身体障害者デイサービスセ

ンターがあります。�

◆愛称名の条件　「老人憩の家○○○○荘」「身

　体障害者デイサービス○○○○」というように、

　それぞれの施設名を記入し○の中の文字を４字

　以内で記入する�

◆応募方法　官製ハガキに、それぞれの愛称名と

　その名付けの理由・住所・氏名･年齢・電話番号

　を記入し、高齢介護課あて郵送する��

◆応募期限　12月10日(火)　当日消印有効�

◆そ の 他　採用された方には記念品を贈呈(採用

　名称の応募者が多数の場合は抽選)�

◎問合せ　高齢介護課　☎ 内線154

��

�

�

白バラコーナー�白バラコーナー�

・場　所  市役所１階  市民相談室�

・相談者  多治見社会保険事務所職員�

　年金全般にわたる相談を行います。(年金額の

相談は事前にご連絡下さい)  なお、保険料の納付

および納付相談も行います。�

◎問合せ 保険年金課 年金係 ☎ 内線108��

　5,000円のくじ引きにより陶芸家の作品が当ります。

※９時から整理券を配布�

◎問合せ　瑞浪市陶磁器会館　☎ 68-0777��

　産業振興センターでは、陶芸教室の会員を募集

しています。みんなで一緒に「やきもの」を楽し

みませんか。�

◆入会金　10,000円　(３年間有効)�

◆会　費　月額3,000円(材料費、焼成費は別途実費）

◎申込・問合せ　瑞浪市産業振興センター�

　　　　　　　　担当　村瀬　☎ 68-0777��

平成15年度　幼稚園児の募集�

愛称募集�愛称募集�愛称募集�『老人憩の家』�

『身体障害者デイサービスセンター』�

選挙公営制度とは�

国 民 年 金 相 談 

11月27日（水）・28日（木）�

12月１日（日）�

15時～19時30分�

10時～�

瑞浪陶芸協会チャリティーセール�

売切れ次第終了�

瑞浪市陶磁器会館�出品点数100点�

「陶芸教室」会員募集�

時       間� 班� 曜　日�

昼の部　13時～16時�

夜の部　18時～21時�

１班�

２班�

３班�

月・火�

木・金�

木・金�

13 瑞浪市役所　☎ 68-2111



♥乳幼児健診・相談・歯みがき教室　　　　　　　＜場所  保健センタ－　　料金  無料＞�
�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�

健診・相談・教室名 実　施　日� 受 付 時 間   対　　象　　者 持　　ち　　物 

９時～11時�
母子健康手帳 �

歯ブラシ・コップ�

母子健康手帳�

母子健康手帳�

平成13年５月16日～�
　　　５月31日生まれ    

平成13年５月１日～�
　　　５月15日生まれ    

12月10日（火） 

12月10日（火） 

健康だいすき�
ヘルスインフォメーション　保健センター　☎67 - 2700

・対象者　40歳以上の希望者（定員50人）�

・料　金　各500円�

◎申　込　12月6日（金）までに保健センターへ�

・内容　＜大人の場合＞�

　　　　いらいらする、気分が沈む、不安恐怖がある、

　　　　怒りっぽい、老人ボケ、アルコール依存症等�

　　　　＜子どもの場合＞�

　　　　落ち着きない、うそつき、乱暴、かんしゃく、�

　　　　登校拒否等�

・担当　精神科医師・精神保健相談員�

＊ 前日までに電話などでの予約が必要です。��

＊ 秘密は厳守します。　　��

保健センター�

９時30分�
　　～９時45分�

13時30分開始�

12時30分開始�

母子健康手帳 �
タオル・コップ�

平成12年６月生まれ�

平成12年12月生まれ�

生後7～8ヵ月の乳児�

平成14年６月生まれ�12月３日（火） 

12月４日（水） 

12月６日（金） 

12月５日（木） １歳6カ月児健康診査�

２ 歳 児 歯 み が き 教 室 �

離 乳 食 教 室 �

２歳６ヵ月児歯みがき教室�

6 カ 月 児 健 康 相 談  �
お よ び 離 乳 食 教 室 �

＊健診終了後、希望者に�
　歯みがき教室を実施し�
　ます。�

＊保護者の歯科健診を�
　同時に実施します�

　新  首  都�

「東京から東濃へ」�

2002年11月１日現在（カッコ内は前月比）人口＝42，505人（＋17）世帯数＝13，909世帯（＋39）�

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町１丁目１番地  ☎６８－２１１１　http:／／www．city．mizunami．gifu．jp／index．html

　10月14日の健康福祉大会で、長年にわたり歯の

大切さを十分認識し、80歳以上で自分の歯を20本

以上残された努力をたたえ、表彰を受けられた皆さ�

んをご紹介します。�

◎医師による個別健康相談　14時30分～15時�

◎乳幼児相談　9時30分～11時��

◎栄養相談　9時～15時　＊予約が必要です。��

　12月1日は「世界エイズデー」です。�

11月30日～12月２日にＪＲ多治見駅前、バロー多

治見店で岐阜県主催のキャンペーンを開催します。

期間中は、レッドリボンツリーの展示、各種イベ

ント等を行います。�

　また、キャンペーンのシンボル「レッドリボンツ

リー」に飾る“レッドリボン”とメッセージを募集

します。�

●募集規定��

①リボンは赤を基調�

②リボンは1回クロス、大きさ縦・横15㎝まで��

③メッセージはリボンに記入�

・ 募集期限　11月29日（金）��

＊ 応募いただいたレッドリボンは返却しません��

◎申込　東濃地域保健所　健康増進課�

　　　　☎ 23―1111（内線362）�

12月10日（火）�

12月９日（月）�

12月11日（水）�

保健センター�

健　康　相　談�

13時～14時�

保健センター�

８時30分～11時�

８０２０表彰�
ハチ マル  ニイ マル�

平子　正子さん（稲津）�

伊藤　久雄さん（一色）�

堀　　秀信さん（ 陶 ）�

加納　　茂さん（松ヶ瀬）�

原田　末子さん（釜戸）�

安藤きくのさん（土岐）�

増澤　千秋さん（日吉）�

林　　昭子さん（ 陶 ）�

松原　幸子さん（小田）�

伊藤田鶴子さん（釜戸）�

精神保健相談・老人性痴ほう症相談�

がん検診（胃がん・大腸がん・肺がん）�

「世界エイズデーぎふ」キャンペーン�


